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研究成果の概要（和文）：研究期間全体を通じては、危機言語の復活とメディア利用に関する基課題を発展させ
るため，メディアとして想定していたラジオより長い歴史を持つ別のメディアである新聞を研究対象とした．特
に2022年8月から2023年7月には、アメリカ・ハワイ州に滞在し，現地で集中的な調査を行った。主たる研究成果
として、日英語での論文発表、シンポジウムを含むイベント実施を挙げることができる。

研究成果の概要（英文）：Throughout the research period, the study focused on newspapers, an 
alternative form of mass media with a longer history than radio, which had initially been considered
 the primary medium, in order to further develop the core research project on the revitalization of 
the Hawaiian language and media use. From August 2022 to July 2023, intensive fieldwork was 
conducted on-site during a stay in the state of Hawaii, USA. Key research outcomes include the 
publication of papers in both Japanese and English and the organization of events, including an 
international symposium.

研究分野：言語学

キーワード： ハワイ語

  ２版

  12渡航期間： ヶ月

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は日本とハワイ王国が関与するテーマで、ハワイ語新聞を一次資料として用いた最初の学術論文を発表し
た。また、論文をハワイ州に基盤を置く媒体に発表できたことで、先住民研究者たちとの関係構築を深めること
ができた。社会的意義としては、ハンセン病問題に取り組む福祉団体から寄稿依頼を受けたり、明治期の日本に
渡った先住民が治療を受けた医師の子孫とその家族から問い合わせを受けたりとしたこと挙げたい。さらに、国
際シンポジウムではハワイ先住民研究者が約20名集い、日本での学術的イベントとしては初のことだった。同グ
ループの滞在中には、閲覧が困難な日布修好通商条約の原本を外交資料館で参照する学術交流も実現した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
言語コミュニケーション研究は、主に英語や日本語など世界的に見て話者数の多い大言語を
対象として発展してきた。近年、英語などに限定されない多言語使用や第二言語使用を分析対
象とすることで、会話研究への貢献を目指す動きがある。 
ハワイ語は消滅の危機に瀕した言語（危機言語）であるが、言語再活性化の成功例としても
知られている。ハワイでは複数の首長が統治する時代を経て、王国建国（1810年）、王国転覆
と共和国の成立（1893年）、アメリカへの併合（1898年）、アメリカの 50番目の州になる（1959
年）という統治形態の変遷があった。19世紀末にはハワイ語が教育言語として禁じられ、ハワ
イ語を教育言語とする学校や話者の減少があったが、1960年代から 1970年代にかけて公民権
運動の影響を受け、ハワイでも先住民の言語と文化の復興運動が熱を帯びた。1980年代には就
学前児童をハワイ語で教育するプーナナ・レオと公教育の一部としてカイアプニ・ハワイが設
立され、現在では大学院の博士課程までハワイ語を教育言語として学べる制度が整っている。
また、現在では、1980年代にハワイ語で教育を受け、いわば新たな母語話者となった最初の世
代が 30代の親世代となり、次世代への言語継承は新たな段階を迎えている。 
報告者は基課題として、話者数としては 2万人程度のハワイ語共同体に着目し、会話分析に
おける連鎖分析とカテゴリー分析を行ってきた。ハワイ語を放送言語とする 1972年から 2000
年のラジオ番組を主たる分析対象として、言語の復活とメディア利用を探求していた。基課題
が分析対象とするラジオ番組カ・レオ・ハワイ（Ka Leo Hawaiʻi、以下 KLH）は第 1期と第
2期があり、ホノルルのラジオ局 KCCNで放送されていた。第 1期は 1972年から 1988年ま
で（全 417回）、第 2期は 1990年から 2000年まで（全 383回）放送された。番組は年配の母
語話者をゲストとして招き、言語文化の記録を目的としたインタビューを行った。これらはデ
ジタル化され、貴重な資料・教材として言語の再活性化に利用されてきた。一方で、ラジオに
関する基課題を進めていく中で、言語の復活とメディア利用の関係を探求するためには、車の
両輪であるハワイ語新聞の調査も実施する必要性が強く意識されるようになった。 
ハワイ語史を紐解くと、1778年の西洋との接触後、1834年にハワイ語新聞が登場し、それ
から数年のうちにほぼ全ての先住民が識字を獲得したと考えられている。また、新聞登場から
138 年後、先住民文化の復興運動や主権回復運動の潮流の中で登場してきたのが 1972 年に放
送を開始したラジオ番組KLHだった。19世紀から 20世紀にかけて母語話者が著しく減少し、
ハワイ語を教育言語とする学校がなくなるなど、衰退の一途をたどったハワイ語にとって、新
聞とラジオは言語の復活への切り札だった。伝統的な口承文化を土壌として新聞による文字の
文化が成立し、さらにラジオという新しいメディアが誕生すると、この新しいドメインで要求
される独自のレジスターを創出する試みは、それまでの文字の文化の蓄積を利用する形で進ん
で行ったと推測される。だからこそ、ラジオに関する基課題と新聞に関する本研究を並行して
実施する必要がある。 
本研究を行う必要性を高めているのは時間的制約である。年配の母語話者はごく少人数であ
り、そうした話者と接点があった世代の高齢化も進んでいる。次に、ハワイ語新聞から抜粋・
編集され、英語に翻訳された出版物が「聖典化」され、研究の遂行には既存の英語翻訳資料だ
けで十分という抑圧的な言説が一次資料にあたる必要性を否定してきたことが指摘されている。
これまで、言語学、人類学、政治学、歴史学などの分野で、ハワイ語新聞を一次資料とする研
究成果が発表され、英語翻訳に依存する既存の研究の限界が幾度となく示されてきた。しかし
ながら、ハワイ語新聞を応用しようという機運が高まり、先住民以外の問題を扱う研究者にも
その可能性が認識されつつある。しかし、日本においては、関心を持つ研究者の多くがハワイ
語資料を読み解くという実際的な制約に直面し、具体的な成果として結実していない。本研究
の代表者はまさにこの遂行能力を有し、協力者も確保して研究体制を整えながら予備調査を実
施し、さらなる調査を展開・発展させる段階にあった。 
単独の予備的調査の結果、19世紀末の明治期の日本（東京・芝）に滞在していた一般のハワ
イ先住民の存在を初めて明らかにした。ハワイ語新聞という新資料を用いることで、ハワイか
ら日本への人の移動の一端に光を当てることができ、主に日本からハワイへの人の移動を研究
してきた従来の移民研究とは異なる成果を上げることができる。こうしたプロジェクトをさら
に推進していくためには、国際共同研究が不可欠であった。 
さらに、19世紀末に存亡の危機にあったハワイ王国は、当時、国の命運を握る有望な先住民
の若者を欧米諸国に留学させる Study Abroad Programを実施していた。ハワイ大学ではこの
プログラムについて研究が進められているのだが、日本に留学していた人物たちについては明
らかになっていないことが多い。本研究の代表者は学習院大学のアーカイブズを訪問し、1880
年代に当時の学習院に留学していたハワイ先住民の兄弟（アイゼツキとゼームス）について資
料を閲覧し、調査を開始していた。この事例もハワイから日本への人の移動に関する研究を補
完するものであり、ハワイ大学で進行中の研究と連携することを目指していた。 
 
２．研究の目的 
本研究は言語の復活とメディア利用を探求するため、19世紀のハワイ語新聞を新資料とする
談話分析を行い、(1)言語復活運動の一環である新聞のアーカイブス化と共同体の言語イデオロ
ギーの関係を明らかにするとともに、(2)新聞から影響を受けたラジオに特有の発話とハワイ語
の雑種性を明らかにする。また、本研究はハワイ語新聞を一次資料として日系移民史に迫る初



の試みでもあり、(3)日本関連記事を枠付ける先住民の世界観を明らかにすることで日本・日系
関連の歴史と記憶の再定義を試みる。新聞とラジオは言語復活運動の両輪として、相互に影響
を与えながら貴重な文化資源を構築してきた。国際的な枠組みを持つ本研究をラジオに関する
基課題と並行して実施し、相互補完的に両者の研究計画を発展させる。 
 
３．研究の方法 
１点目の新聞のアーカイブス化については、複数の図書館司書をインフォーマントとして聞
き取りを実施し、歴史・談話的観点からデータを分析する。危機言語復活の一環として実施さ
れていた文字資料のアーカイブス化を促進・阻害する要因として、どのような言語イデオロギ
ーが共同体の内外で作用していたか明らかにする。 
2 点目の新聞（文語）とラジオ（口語）の接点探求では、基課題で構築した音声と文字起こ
し資料のデータベースに加え、ラジオ以外の音声資料（博物館で閲覧・視聴できる音声資料）、
さらに新聞の言語表現や談話構造の 3種のデータを比較することで、ラジオという制度的場面
に特有の発話スタイルとその背後にあるイデオロギーを検証する。 
3 点目の日本関連記事の調査としては、Nūpepa.orgや Papakilo など既存のデータベースを海
外共同研究者と再分析するとともに、現地の博物館にて、未だ電子化されていない新資料を探
索して分析し、記事を構築するハワイ先住民の視点・世界観を明らかにする。 
 
４．研究成果 
まず、新聞のアーカイブス化としては、病気治療を目的として 19 世紀末に日本・ハワイ間を
移動した先住民の存在が明らかになり、この人物と関連する人物たちに関わる記事を収集して
いくことで、約 80 の記事をリストアップすることができた。（新聞記事以外の資料も多数収集
したが割愛する。）一般公開できる状態にはないが、研究協力者と共有することは可能な状態で
あり、共同プロジェクトへ展開していくことを目指している。 
次に、新聞とラジオの接点探求としては、この問題を探究するのに役立つラジオの音声ファ
イルを特定することができたことに加え、現地滞在中に開催された国際学会でも関連する発表
をした先住民研究者と情報交換することができた。ハワイ語のコーパスを用いた研究を行って
いる日本の言語学者と共同研究を実施することで、次の段階へと進めることができるだろう。 
しかしながら、現地滞在を開始すると、当初の 3つの研究目的のうち 3つ目について最も有
望な成果を挙げることができる見込みが高まり、結果的にこれに注力することとなった。最終
年度には日英語での論文を発表し、シンポジウムを含むイベントを実施した。ハワイ語新聞を
一次資料として用いた日本語論文「ハワイとハンセン病: 先住民による日布間移動」について
は、発表後、ハンセン病問題に取り組む福祉団体から寄稿依頼を受けたり、明治期の日本に渡
った先住民が治療を受けた医師の子孫とその家族から問い合わせを受けたりという一定の反響
があった。その後、日本語論文の拡張版である英語論文をハワイの歴史研究をテーマとする学
術誌に発表した。これらの論文は、日本とハワイ王国が関与するテーマにおいて、ハワイ語新
聞を用いることで、新たな事実を明らかにした最初の研究である。 
特に英語論文をハワイ州に基盤を置く媒体に発表したことで、先住民研究者たちとの更なる
関係構築を進めることができた。その結果、ハワイ大学から来日した先住民研究の教員および
学生からなる約 20 名が参加した国際シンポジウム「イアーパナ再訪：19 世紀のハワイ王国と
日本」を早稲田大学にて開催し、日本側参加者も含めて 40 名を超える規模の会となった。ハワ
イ先住民研究者がこれだけ集った学術イベントは、日本で開催されたものとしてはおそらく初
めてだろう。さらに、同グループの滞在中には、外交資料館スタッフの協力を得て、1871 年日
布修好通商条約の原本などを閲覧するという学術交流を実現することができた。 
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